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理事長あいさつ

　東洋紡バイオテクノロジー研究財団は、昭和 57年に東洋紡績（株）（現：東洋紡（株））が創立

百周年を迎えたことを記念して、財団法人東洋紡百周年記念バイオテクノロジー研究財団として

設立されました。その目的は、バイオテクノロジー分野における学術的な調査や研究開発を助成、

促進し、その成果を通じてより高度な文明社会の創造に寄与することです。当財団は今年で設立

四十四周年を迎えましたが、これまでに延べ約 510名の研究者に助成金を支給し支援して参りまし

た。

　近年、資本主義のステージがステークホルダー資本主義へと発展し、企業や大学に対して SDGs

に示されるような社会的課題の解決が強く期待されています。

とりわけ脱炭素や人と地球にやさしい物作りへの転換は喫緊の課題であり、その中でバイオ関連技

術による課題解決には大きな期待が寄せられております。

当財団は、広範に亘るバイオテクノロジー分野で、社会的課題解決に果敢に取り組まれている若手

研究者の育成・支援を目的とした助成活動を推進して参りました。

　今後も、バイオテクノロジー分野の研究者への助成活動を通じて、社会に貢献して参ります。当

財団へのご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

令和 8年 6月

公益財団法人  東洋紡バイオテクノロジー研究財団

　　理事長　

坂　元　龍　三
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財団の概要

名　　称
　公益財団法人東洋紡バイオテクノロジー研究財団（略称　東洋紡バイオ財団）

設立趣旨
　将来にわたる我が国の経済社会的発展は、高度知識集約型技術の発達に大きく依存しなければなりま

せん。このような技術分野の一つとしてバイオテクノロジーがあります。

　バイオテクノロジーは微生物や動植物などの生命材料のもっている優れた機能を人工的に実現し活用

する技術体系ですが、これをさまざまな分野に活用することにより医療、食料、資源、エネルギー、環

境など将来の人類の福祉に関する諸問題の解決に有力な手段を提供するものとして大きく期待されてい

ます。

　我が国は歴史的に見て、醗酵技術に抜きん出た力を有しており、その延長線上にあるバイオテクノロ

ジーに関しても、政府・民間等においてその発展のための諸施策が講じられていることは言うまでもあ

りません。

　しかしバイオテクノロジーは、その関連分野が多岐にわったており、かつそれぞれ専門的研究を必要

としております。また、国際的視野に立った学際的研究も要求されています。

　そこで、バイオテクノロジーの分野において、特に学際的な調査研究を促進するため、研究会、シン

ポジウムの開催や研究助成を行い、その成果を通じて社会に貢献するため、本財団は設立されました。

沿　　革
　昭和 57年 5月に東洋紡績（株）「現：東洋紡（株）」が創立百周年を迎えたことを記念して設立されました。

　公益財団法人制度の改革に伴い、平成 26年 3月 20日に内閣総理大臣の認定を受けて、同 4月 1日に

公益財団法人に移行登記しました。

目　　的
　本財団は、バイオテクノロジー及びその関連の研究開発が、医療、食料、資源、エネルギー、環境な

ど人類の健康と福祉にかかわる諸問題の解決に有力な手段を提供することを期待し、これらの科学技術

の調査、研究開発を助成し、その成果を通じて、より高度な文明社会の創造に寄与することを目的とする。

設立許可及び成立日
　昭和 57年（1982年）4月 9日 設立許可

　昭和 57年（1982年）4月13日 成立日

主務官庁　
　内閣府

所 在 地　
　〒 530-0001　大阪市北区梅田一丁目 13番 1号　大阪梅田ツインタワーズ・サウス

事　　業
①　専門研究者を中心とした研究会の開催

②　バイオテクノロジーの分野における各種資料の刊行

③　研究者に対する助成金の交付

④　その他この財団の目的を達成するために必要な事業
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財 団 名 簿

役員及び評議員

代 表 理 事 坂 元 龍 三 （東洋紡（株）　名誉顧問）

理　　　事 河 本　　 宏 （京都大学  医生物学研究所　所長・教授）

同 北 島　　 健 （名古屋大学  糖鎖生命コア研究所　特任教授）

同 黒 田 真 也 （東京大学大学院  理学系研究科  生物科学専攻　教授）

同 近 藤　　 滋 （国立遺伝学研究所　所長）

同 相　賀　裕美子 （国立遺伝学研究所　名誉教授　/　総合研究大学院大学　名誉教授）

同 曽我部　　　敦 （東洋紡（株）　執行役員  ライフサイエンス副本部長  メディカル事業総括部長）

同 高 橋 淑 子 （京都大学大学院  総合生存学館　特定教授）

同 出 澤 真 理 （東北大学大学院  医学系研究科  細胞組織学分野　教授）

同 中 山 敬 一 （東京科学大学  総合研究院  高等研究府  制がんストラテジー研究室  特別栄誉教授）

同 那 波 宏 之 （和歌山県立医科大学  薬学部  生体機能解析学　教授）

同 林　　 茂 生 （神戸大学大学院  医学研究科　客員教授）

同 柳 谷 周 作 （東洋紡（株）　ライフサイエンス本部）

監　　　事 高 橋 秀 和 （東洋紡（株）　執行役員  CFO）

同 日 潟 一 郎 （ひがた公認会計士事務所  公認会計士・税理士）

評　議　員 荒 川　　 琢 （東洋紡（株）　参与  バイオ事業総括部長）

同 池 田 和 仁 （東洋紡（株）　常務執行役員  ライフサイエンス本部長）

同 稲 田 武 彦 （東洋紡（株）　常務執行役員  人事・総務・法務部門統括）

同 上 野 直 人 （自然科学研究機構　理事）

同 上 村　　 匡 （京都大学  医生物学研究所　研究員（京都大学　名誉教授））

同 大 隅 典 子 （日本学術振興会　理事　/　東北大学　名誉教授・客員教授）

同 熊ノ郷　　　淳 （大阪大学　総長）

同 篠 原 隆 司 （京都大学大学院  医学研究科  遺伝医学講座  分子遺伝学分野　教授）

同 新 蔵 礼 子 （東京大学大学院  定量生命科学研究所  免疫・感染分野　教授）

同 田 畑 泰 彦 （京都大学大学院  医学研究科  形成外科学　特任教授）

同 田 村 宏 治 （東北大学大学院  生命科学研究科  生態発生適応科学専攻　教授）

同 永 井 健 治 （大阪大学  産業科学研究所　所長・栄誉教授）

同 畠 山 鎮 次 （北海道大学大学院  医学研究院  生理系部門  生化学分野  医化学教室　教授）

同 松 田 秀 雄 （大阪大学大学院  情報科学研究科　名誉教授）

同 三 浦 正 幸 （基礎生物学研究所　所長）

同 森　　 郁 恵 （名古屋大学　名誉教授）

同 八 代 嘉 美 （藤田医科大学  橋渡し研究支援人材統合教育・育成センター　教授）

≪2026 年 7 月 1 日現在≫

選考委員会委員

委　員　長 近 藤　　 滋 （国立遺伝学研究所　所長）

委　　　員 石 谷　　 太 （大阪大学  微生物病研究所  生体統御分野　教授）

井 上　　 豪 （大阪大学大学院  薬学研究科  創成薬学専攻　教授）

後 藤 典 子 （金沢大学  がん進展制御研究所　教授）

志 賀 向 子 （大阪大学大学院  理学研究科　教授）

末 次 志 郎 （奈良先端科学技術大学院大学  先端科学技術研究科  バイオサイエンス領域  教授）

浜　　 千 尋 （京都産業大学  生命科学部　非常勤講師）

宮 田 真 人 （大阪公立大学大学院  理学研究科　特任教授）

八木田　和　弘 （京都府立医科大学  大学院医学研究科  統合生理学　教授）

吉 田 松 生 （基礎生物学研究所  生殖細胞研究部門　教授）

≪2026 年 4 月 1 日現在≫
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事 業 概 要

最近 5ヶ年の研究助成金の推移

（金額単位：万円）

長期研究助成

応募者数

贈呈者数

金　　額

合　　計

2025 年度　長期研究助成金受贈者

22

4

2,200

25

6

3,300

24

3

1,650

41

5

3,500

39

4

2,800
2,200 3,300 1,650 3,500 2,800

2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度

氏　名
所　属
（身分）

留学先
（指導教官）

研究テ－マ

浅　場　智　貴
アサバ　トモキ

横浜国立大学大学院  理工学府

化学生命系理工学専攻

（大学院生）

University of California, Irvine 
（Kei M Igarashi）

前頭側頭型認知症における神経回路

障害のメカニズム解明及び新規治療

創出

落　合　佳　樹
オチアイ　ヨシキ

沖縄科学技術大学院大学

タンパク質工学・進化ユニット

（大学院生）

Oxford University
（Yimon Aye）

反応性代謝産物によって制御される

オルガネラ間　特異的反応性タンパ

ク質の同定技術の開発

柴　田　ゆき野
シバタ　ユキノ

北海道大学大学院  理学研究院

生物科学科

特任助教

（北大アンビシャス特別助教）

Max Planck Institute for Biological 
Intelligence
（Daniela　Vallentin）

ハイブリッド小鳥の歌から紐解く複

雑な音声学習能力進化を支える神

経・分子メカニズム

光　山　裕　美
ミツヤマ　ユミ

大阪大学大学院  医学系研究科

（大学院生）

Amsterdam University Medical 
Center
（Tom van der Poll）

感染症から敗血症への転換点におけ

る免疫破綻の病態解明
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2024年度長期研究助成留学報告文

前　所　属：慶應義塾大学大学院

留　学　先：Università di Siena

研究テーマ： ニューラルネットワークを用いた生物模倣システムの

 閉ループ制御

　東洋紡バイオテクノロジー研究財団様より長期研究助成のご支援を賜り、2025年4月よりUniversità di Siena（イ

タリア）に留学させていただいております、相澤彩美子と申します。本留学に関するこれまでの出来事を振り返

り、ご報告をさせていただきます。

留学までの経緯

　私はこれまで、人工的な系で生じる自己組織化現象を、理論と実験の両面から解明する研究を行ってきました。

博士課程では大学で、多孔質体中の溶液の浸透過程で生じるパターンについての研究を行いました。博士 1年
の途中から、より複雑で生命らしい系を扱いたいと考え、人工細胞のモデルの 1つである液晶液滴の形態制御の

研究を、産業技術総合研究所で並行して行いました。また、これらとは別に、修士の頃から機械学習に興味があ

り、独学で勉強をしていました。そのような中、博士 2年次に参加した国際学会の帰り道で、偶然、会場でお見

かけした先生が航空会社のカウンター列で前にいたことで、お話しする機会がありました。その際に、かねてよ

り思っていた「生命に類する複雑な系を対象に、機械学習を用いた複合領域的なテーマに取り組みたい」という

ことをお話ししたところ、先生のご専門と近く興味を持っていただき、それをきっかけに博士 3年次に Reading

大学（UK）の林叔克先生のラボを 3か月訪問しました。この時に本研究の基礎となる研究に取り組みましたが、

十分な成果を得るには至りませんでした。

　この時の研究は、ニューラルネットワークと電気刺激を用いて自己駆動する液滴の形態を制御するものでした。

研究のコンセプトや実験内容は非常に面白く、かつ、これまでの知識を活用しつつ制御工学や機械学習といった

新しい分野に挑戦できる点に強く魅力を感じました。そこで、制御対象を生物システムへと発展させたテーマを

構想して、様々な海外ポスドクの研究費に応募しました。その中で、東洋紡バイオテクノロジー財団様の長期研

究助成に採択いただきました。ポスドクという職に対する不安が大きかったのですが、やはりこの研究テーマに

取り組みたいという気持ちが勝って、既にいただいていた企業の内定を辞退し、Reading 大学への留学を決めま

した。

　内定辞退をした翌日、Reading 大学の事務より「支給額から諸費用を引いた額が Visa 発行に必要な最低賃金の

要件を満たしておらず、補填する給料も出せないので、貴方を 1年間雇うことはできない」という連絡があり

ました。この時は内定辞退したことを激しく後悔し、内定辞退を辞退する方法を検索したりしましたが、この件

について東洋紡バイオテクノロジー財団の井上浩様にご連絡したところ、なんと近藤滋先生も交えてオンライン

で相談に乗っていただきました。井上様、近藤先生、お忙しい中、親身に相談に乗っていただき誠にありがとう

ございました。このときにいただいた励ましのお言葉とご助言で「このテーマの面白さは何一つ変わっていない

し、やれるだけやってみよう。まずは新しい受け入れ先を探そう！」と一念発起しました。

　博士論文の執筆と並行して、海外大学のポスドクへの応募と面接を行うのは、少し大変でした。応募メールへ

の返信が急に途絶えたり、面接時にスコティッシュアクセントの英語が全く聞き取れず冷や汗が止まらなくなっ

たり、色々と洗礼を受けましたが、それも含めて良い経験になりました。

　最終的に、Siena 大学（イタリア）の Federico Rossi 先生の研究室で受け入れていただくこととなりました。

Federico 先生は、非線形化学を背景にもつシステム化学分野の第一人者であり、熱力学や流体力学に関する知見

も有しておられる稀有な研究者です。化学を専門としつつ物理的な視点も併せ持つ Federico 先生の下で研究を行

えたことは、結果として、本研究の遂行に大きく寄与しました。また、Federico 先生は、一度学会で昼食をご一

相 澤　彩美子
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緒したことがあり、私を覚えていてくださいました。若手研究者にとって、学会に参加して人脈を作ることがい

かに重要かを痛感しました。

Sienaでの生活

　Siena 大学事務の方と Federico 先生に迅速に手続きを進めていただき、2025年 4月 1日より Siena に移住し研

究を開始しました。直前の 3月 24日まで海外出張に出ており、帰国したその足でイタリア大使館へ Visa 申請に

行き、3月 28日に Visa 受け取り、3月 30日に出国というタイトなスケジュールでしたが、何とか間に合いました。

Visa 発行の早さに驚くとともに、次からはもっと余裕をもって行動しなければと反省しました。

　Siena は Firenze から電車で 2時間弱の場所にある小さい街で、中世の街並みがそのまま保存されており、街全

体が世界遺産に登録されている美しい街です。丘の上に街があるため、あらゆる建物からトスカーナ地方の美し

い景観が一望できます。大学のオフィスからの眺めも例に漏れず素晴らしく、研究の合間にコーヒーを片手に窓

の外を眺める時間は、良いリフレッシュになりました。

　街の中心には有名なカンポ広場（Piazza del Campo）があり、頻繁に様々なイベント（音楽、スポーツ、クラシッ

クカーイベント等）が行われています。一番有名なイベントとして、Palio という馬のレースがあります。Siena

の街は 17個の地区（Contrada）に分かれており、その内の 10個の地区が抽選で選ばれ、各地区に雇われた騎手

がレースを行います。私は同僚とカンポ広場に Palio のリハーサルを見に行き、当日はオフィス近くの bar で TV

観戦しました。

　ラボではフレンドリーな先生と同僚に恵まれ、とても充実した日々を送りました。Federico 先生と同僚の皆さ

んは大変親切にしてくださり、毎日一緒にランチとコーヒーをとるだけでなく、仕事の時間以外でも、一緒にディ

ナーやお出かけに沢山行きました。Siena 大学はヨーロッパの大学らしく国際色が豊かで、イタリア人だけでな

く、コロンビア、モロッコ、インド、ポーランド、チュニジア、パキスタンなど様々な国の知り合いができまし

た。仲の良い友達ができたおかげで、Siena での生活は大変楽しく、離れるときはとても寂しかったです。

写真 1：Siena の街並みと街外の景観
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　イタリア文化への理解も深まりました。日本と違うところは沢山あるのですが、朝とランチ後はコーヒータイ

ムをとる、カプチーノは朝だけ、コーヒーのテイクアウトはしない等のコーヒー文化が印象に残っています。また、

ジェスチャー文化も非常に興味深いです。一つ一つのジェスチャーに意味があるようなのですが、知らないジェ

スチャーも多く、その都度同僚に教えてもらいました。1年も経つとイタリア人の癖がうつってしまい、私も会

話中に手が動くようになってしまいました。他にも、イタリア文化を構成する多種多様な要素（Aperitivo、滞在

中に行われた教皇選挙、サンレモ音楽祭、喫煙率の高さ、各地の地域性、等々）を、体験を通じて知ることがで

き、イタリアは本当に大好きな国になりました。

研究について

　本研究では、ニューラルネットワークと電気刺激を用いて、生命に類する複雑な化学系をフィードバック制御

する制御プラットフォームを開発しました。当初は乳癌組織形態の制御をテーマとしていましたが、バイオ系設

備へのアクセスが困難となったため、サブテーマとして計画していた生物模倣化学システムへと研究対象を変更

しました。ここでは、生物模倣化学システムとして、反応と拡散の結合により自発的に生じる濃度パターン（反

写真 2：Palio 前日　リハーサル時のカンポ広場

写真 3：ラボメンバーとのランチ（右端：筆者）
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応拡散パターン）を採用しました。反応拡散パターンは、形態形成や心臓の拍動をはじめとする様々な生命現象

の抽象モデルとして、非線形科学の分野で長らく注目され続けてきたシステムです。そのため、化学・物理・数

学・生物にわたる分野で広く研究された古典的な現象ではあるのですが、近年では、化学計算機や物理リザバー

コンピューティングに応用する例が報告され、情報科学との融合が進展し始めています。これまでに報告された

研究は反応拡散パターンを計算機として応用するものが主でしたが、本研究では制御対象として使用し、電気刺

激を与えた場合のパターンの変化をニューラルネットワークを用いて予測することで、パターンの特徴量を目標

値へ誘導するシステムの開発を行いました。さらに、本研究では、制御対象である反応拡散パターンを、同時に

制御器内の計算機として用いる新しいスキームを提案しました。通常の制御では制御器と制御対象が分離してい

ますが、このスキーム内では明確に分離しておらず、反応拡散により生じたパターンは単なるシステムの結果で

はなく、将来の自身のパターンを決定するための制御機構として機能します。これは、脳（制御器）と身体（制

御対象）が未分離な発生段階での形態形成とのアナロジーを想起させます。受入研究室の変更により制御対象が

生物システムから化学システムへと変わりましたが、開発した制御プラットフォームは汎用性が高く様々な制御

対象に適用可能なので、将来的には生物システムの制御にも取り組む予定です。反応拡散パターンの再プログラ

ム可能性を実験的に示した本研究は、再生医療やスマート材料、バイオロボット等の発展に寄与できると考えて

います。

・最後に

　上述の研究は現在投稿中です。論文のコンセプトも実験内容もとても気に入っているので、仮にリジェクトさ

れたとしても、あまり落ち込むことは無いだろうと感じています。このように感じられたのは初めてのことで、

これは、この 1年間、恵まれた環境で思う存分研究に打ち込むことができ、自分で満足のいく研究ができたた

めだと思います。研究以外のことに殆ど時間をとられることなく、ラボから徒歩 3分のアパートに住み、ラボ

には何時でも出入りでき、研究能力も人間性も優れた PI と同僚に囲まれながら、シエナの美しい景色でリフレッ

シュしつつ、100% の力で研究に没頭できました。このような機会を与えてくださった東洋紡バイオテクノロジー

財団の皆様には、感謝してもしきれません。本研究を評価し、支援していただき、誠にありがとうございました。

今回得た経験と知見を活かして、今後も研究活動を通じて社会に貢献できるよう努めて参ります。

写真４：南イタリアの街 Agropoli の夜景
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2024年度長期研究助成留学報告文

前　所　属：筑波大学 人間総合科学学術院 人間総合科学研究群

 ヒューマンバイオロジー学位プログラム

留　学　先：Icahn School of Medicine at Mount Sinai, Department of Dermatology

研究テーマ： アトピー性皮膚炎における IL-18の機能解析

はじめに

　東洋紡バイオテクノロジー財団の 2024年度 長期留学助成に採択していただきました、飯島 綾菜と申しま

す。2025年 4月より、ニューヨークに位置しておりますマウントサイナイ医科大学（Icahn School of Medicine at 

Mount Sinai）の皮膚科部門 Brian S. Kim 先生の研究室にて、研究活動を行っております。およそ一年間のニュー

ヨークでの研究活動と生活についてご報告させていただきます。

留学までの経緯

　2019年から 2025年 3月に博士課程を修了するまで、澁谷彰・和子教授が主宰する筑波大学の研究室にて、

免疫学に関連する研究に従事しておりました。2025年 4月より、貴財団の留学助成を受けながら、マウントサ

イナイ医科大学の Brian Kim 研究室のポスドク研究員として、神経系および免疫系の相互作用について焦点を当

てた研究を開始いたしました。筑波大学にて約 6年間に渡り、アトピー性皮膚炎における免疫応答について研

究を行っていたことから、1) アトピー性皮膚炎を含む皮膚疾患において根治的な療法の確立については未だ十

分に進んでいないこと、2) 神経系と免疫応答の相互作用によって慢性的な疾患となること、3) 主要な症状とな

る慢性的なかゆみや痛みといった神経系を介した作用は大きく生活の質に影響すること、4) これらを標的とし

た治療法の開発はされていないことを実感し、神経科学と免疫学の両方に焦点を当てていて、かつ、基礎研究

（神経免疫における分子機序の解明）と臨床応用（神経免疫を標的とした特異的な療法の確立）の橋渡しを目指

す研究を行える環境を求めて留学先を探し始めました。留学を受け入れてくださった Brian Kim 先生は、皮膚科

医で特にアトピー性皮膚炎におけるかゆみに関連する研究の第一人者であり、実際に、炎症性サイトカインに

よって誘導されるかゆみを阻害する JAK 阻害薬の開発および承認に貢献されたことから、神経免疫の分野にお

いて大きな活躍をされています。また、臨床医としての勤務も継続しており、常に患者のニーズに寄り添いなが

ら、製薬企業との共同研究や新薬開発にも積極的に携わっておられます。私自身は Brian 先生と全く交流があり

ませんでしたが、メールでのやりとりとオンラインインタビューにて、即時に採用を決めてくださいました。ま

た、Brian Kim 研究室は、神経生理学の研究を行う Hongzhen Hu 先生の研究室と実験室及び実験機器を共有しな

がら研究を進めております。神経科学に関連する研究を開始するにあたり知識や経験が不足しておりましたが、

実験系の確立等を Hongzhen Hu 研究室のラボメンバーから指導を仰ぎながら進めることが出来ております。

ニューヨークでの生活

　これまでに留学経験や日本以外での居住経験が無く、初めての海外生活がマンハッタンで一人暮らし、という

ことで身構えておりましたが、世界有数の大都市であること、近年の日本文化ブームもあってか、日本食レスト

ラン、日系スーパー、ユニクロやダイソーといった日本企業の進出が進んでおり、大体の日本製品が何の苦労も

なく手に入るため、意外と日本にいた時と変わらない生活が出来ています。物価の高さには悩まされております

が、比較的生活しやすい場所であると感じております。日本に限らず、様々な国の文化に基づいたものに触れや

すく、あらゆる人種の人が集まっていることを強く実感します。日本では、“日本人”というバックグラウンド

が同じ民族で同じ“常識”を共有していることで機能している仕組みが多いのに対して、ここニューヨークで

は、共通の“常識”など存在せず、その場その場で規則を新しく作るか、既存のものを臨機応変に変更して対応

するといった仕組みが多いように感じております。まもなく留学を開始してから一年となりますが、すでに日本

飯　島　綾　菜
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では絶対に経験できなかったと感じる出来事はたくさんあり、些細な日常生活でも日本との違いに驚きながら

も、新しい価値観に触れることができ、新鮮で楽しい日々を過ごしています。

　観光面として、マンハッタンでは、多数の美術館および博物館、ブロードウェイミュージカルといった劇場な

ど、様々な文化を身近に堪能することが出来ます。展望台に上がってマンハッタンの夜景を見たり、自由の女神

を見たりと、いわゆる一般的な観光地には足を運びましたが、未だ全ては網羅できておらず、少しずつ開拓でき

たらと思っております。とんでもない数の観光客が押し寄せていると想像しておりましたが、近年の東京や京都

展望台から見下ろすマンハッタンの夜景
様々なショッピングモールで展望台が開放されており、天気が良い日には美し

い夜景を見ることができます。

地震が少ないためか、日本の展望台よりもより高い位置にある展望台が多く、

床面を含む一部がガラス張りになっており、怯えている人もちらほらいました。

雪に包まれたセントラルパークと完全に凍りついたブライアントパークの噴水
セントラルパークや道端でスキーやスノーボードを楽しむ人々で溢れていました。

ブライアントパークでは、冬季はアイススケートやウィンターマーケットを楽しむことができるため、凍りつくような寒

さの中でも活気で賑やかでした。
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といった日本の観光地と比べると、週末でも人が少なく、かつニューヨーク市民であると入場料に割引があるか

無料となるため、楽しみやすい観光地が数多く存在しております。

　気候の点では、これまでに住んでいた日本の関東と比べて夏は涼しく過ごしやすく、冬は寒さが厳しいといっ

た印象でした。特にこの冬の寒さはここ数年で最も厳しいもので、12月中旬、1月末と 2月末と 3度大雪に見

舞われました。しかしながら、除雪作業が円滑に行われ、大きな混乱もなく過ごすことが出来ました。かつ、暖

房が建物全体を暖めるセントラルヒーティングであり、どこへ行っても屋内は半袖で過ごせるほど暖かいため、

夏の快適さを考えると一年を通して日本よりもかなり過ごしやすいと感じました。

留学先の環境・研究活動の進捗

　「アトピー性皮膚炎におけるインターロイン -18（IL-18）の機能解析」という研究課題で採択していただき、

アトピー性皮膚炎において増加するサイトカイン IL-18の好塩基球および 2型自然リンパ球への作用を解明する

べく、研究活動を開始しました。しかし、好塩基球上に発現する IL-18受容体の機能を解析するにあたり、必要

な実験マウス系統における遺伝子発現に異常があることが発覚し、そのマウス系統を作り直すこととなりまし

た。留学先では、一人のポスドク研究員が 2-3個の研究プロジェクトを同時に進めていき、顕著な結果が得られ

たプロジェクトに絞っていく、といった手法を取っています。別プロジェクトの方では、2025年 11月にサン

ディエゴで開催された Society of Neuroscience という世界的に見ても最も規模の大きい神経科学の国際学会にて

ポスター発表を行うことができました。さらにもう一つの別のプロジェクトに関しては、米国最大手の製薬企業

との共同研究となっており、2-3ヶ月に一回の頻度で、企業とミーティングを行いながら進捗管理のある研究活

動を行っています。留学前は、一つのプロジェクトを一人で進め、共同研究先や外部機関からの進捗の確認等は

半年か年に一回程度で頻繁ではなく、研究を進めていく雰囲気や環境に大きな違いを感じております。

　さらにこれらとは別に、先述した通り、弊研究室では、かゆみの分子メカニズムに焦点を当てています。実験

動物の掻爬行動を未だ多くの研究者が録画した行動を目で見て手動で解析していますが、掻爬行動を含む様々

な行動パターンの解析を自動化できないか、撮影機材と解析ソフトウェアの開発に力を入れています。具体的に

は、マウスやラットといった実験動物の行動を専用のカメラと赤外線イメージングを用いて撮影したのち、前

肢、後肢、頸背部、頭部、尾部…といったように体の各部位の位置を常にモニタリングし、機械学習によって各

部位における行動を様々な動作の項目に振り分けることで、掻爬行動を含む多種多様な行動を行った回数、持続

時間、合計時間等について解析することを目指し、ベンチャー企業と協同で自動化を進めております。そのベン

チャー企業に掻爬行動の自動化について共同研究を依頼し、実際に撮影機材と解析用コンピューターおよびソフ

Society of Neuroscience でのポスター発表
サンディエゴで開催され、ニューヨークから飛行機で約 5時間、時差 3時間、ア

メリカの広大さに驚愕するだけでなく、ニューヨークとは全く異なる気候と街や

人々の雰囲気に圧倒されました。
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トウェアのレンタルを開始するまでは一ヶ月もかからず、その後二ヶ月に一度のペースでミーティングを行って

解析方法の改良を繰り返したことで、半年で掻爬行動の解析精度は 90％を超え、現在はこの自動化を報告する

ための論文を準備する段階に来ております。米国に来てからの医療機関や民間企業といった所属する研究室を大

きく超えた別研究機関との交流の多さと、企業と新規の共同研究の開始を決定する決断の速さ、プロジェクトを

複数個進めていき、当たらなかったプロジェクトは早々に切り上げていくというスピード感は、日本ではあまり

経験する機会がなかったかと思います。

　以上のように恵まれた環境にて研究活動を行えていることに加え、この一年だけで 5つもの学会に参加して、

各国で活躍している研究者と意見交換をすることができました。先述の Society of Neuroscience ではポスター発

表を行い、研究者だけでなく実験試薬および実験機材を取り扱う企業と、自身の研究内容について議論すること

ができました。Brian Kim 先生が主宰となった Cell Symposia では、ノーベル賞受賞者を含むいわゆる“大御所”

研究者の演題を聞くことができました。トップジャーナルに数多くの論文を投稿している研究室と身近に交流で

Cell Symposia での記念撮影
Brian 先生が主宰となり、ニューヨークで開催された Cell Symposia は、Cell Press が運営する学会になります。神経免疫に

焦点を当てたのは今回が初めてだったとのことで、大盛況に終わりました。

研究室屋上での記念撮影
青天時には立ち並ぶ高層ビルとハドソン川が輝き、とても美しい景色を見ることができます。
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きるのは、研究施設が集約しているニューヨークならではであると感じます。

謝辞

　2025年 3月に博士課程を修了し、翌月の 4月上旬には渡米を予定しておりましたので、世界トップクラスに

物価が高い地域で留学を開始するには、正直なところ、経済的に大きな不安がありました。貴財団の助成金を渡

米開始の 4月にいただけたおかげで、渡米後は一度も経済的な不安なく研究活動に集中することが出来ました。

さらに、TOYOBO U.S.A., INC. の皆様をご紹介いただき、試薬の無料サンプルをご提供いただいた上、実際に弊

研究室までお越しいただき、研究環境についてご紹介させていただきました。助成期間終了後も、引き続きこの

ご縁を支えに研究活動を継続できたらと思います。

　また、海外留学を後押ししてくださり、申請においても多大なお力添えをいただきました筑波大学の澁谷彰・

和子先生に心より感謝申し上げます。

　貴財団の研究助成および TOYOBO U.S.A. の皆様からの手厚いご支援、海外で研究活動を継続するまでに育て

てくださった澁谷先生、留学の開始をサポートしてくれた家族に深く感謝しながら、助成していただいたことに

恥じない研究成果をあげられるよう、今後より一層研究活動に尽力し、日々精進して参ります。
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2024年度長期研究助成留学報告文

前　所　属：理化学研究所  生命機能科学研究センター

留　学　先：Johns Hopkins University

研究テーマ：RNA 顆粒制御プローブを用いたホルミシス効果の継承における

RNA 顆粒の機能解析

　東洋紡バイオテクノロジー財団長期研究助成を受け、2025年度 4月よりアメリカのジョンズ・ホプキンス大

学医学系研究科にて研究留学をしております、岡部恵美子と申します。現在までのおよそ 1年間の留学生活に

ついてご報告いたします。

留学までの経緯

　私は修士課程の研究で、細胞内シグナル伝達やがん関連経路の制御に関わる酵素の阻害剤探索に向けた評価系

の構築に取り組みました。研究では主に、酵素が基質に反応する際に生じる構造変化を、FRET 法（分子間の距

離変化を蛍光シグナルとして検出する手法）によって検出するバイオセンサーの開発を進めていました。具体的

には、タンパク質を設計し、それを大腸菌で発現・精製した後、蛍光シグナルの変化を評価していました。さま

ざまなパラメーターを変化させながら、目的の機能を有するタンパク質を得る過程にも面白さを感じていました。

一方で、実際に生体内で起こる現象を理解したいという思いから、博士課程では研究室を変え、線虫を用いて親

が後天的に獲得したストレス耐性がどのように子孫へ伝わるかを研究しました。

　博士課程修了後は、引き続き線虫を用いて寿命研究を行っていました。線虫は遺伝学的解析に優れ、特定の生

命現象に関わる遺伝子を明らかにするうえで大きな強みを持つ一方で、研究を進める中で、個体内で起こる分子

レベルの変化をより直接的に捉えることの重要性も強く感じるようになりました。そこで今後は、修士課程で取

り組んだバイオセンサー開発の経験と、それまで進めてきた線虫を用いた個体研究とを結びつけることで、分子

の動態と個体レベルの表現型をつなぐ研究を展開したいと考えるようになりました。

　ちょうどその頃、現在の受入研究者である井上尊生先生が、線虫の実験経験を有するポスドクを探しているこ

とを知りました。井上先生は、独自の分子センサーを開発し、生細胞に応用することで複雑な細胞機能の解明を

目指しておられました。また、その技術を将来的に個体レベルの研究へ展開することも視野に入れておられまし

た。線虫を用いた個体レベルの解析と、分子センサーによる分子動態の可視化を結びつけることで生命現象をよ

り深く理解したいという私の考えは、井上先生の研究の方向性と重なる部分が大きいと感じました。こうしたご

縁から、これまでの経験を活かしながら新たな研究に挑戦できると考え、現在の研究室に応募いたしました。

　私が応募した時点では、すでに新しいポスドクの採用が決まっているとのことでしたが、フェローシップを獲

得することを条件に受入れを許可していただきました。そのため、研究助成内定のご連絡をいただいた際は、留

学の実現に向けて大きく前進できたことに、喜びと安堵を感じたことを覚えています。

ボルチモアでの生活について

　私が現在住んでいるボルチモアは、アメリカ東海岸のメリーランド州にある港町です。大学や病院が多く集ま

り、研究留学先として活気のある街だと感じています。気候については、夏は日差しが強いものの乾燥しており、

日本の蒸し暑さに比べるとかなり過ごしやすく感じます。一方、冬は気温が下がるうえに風が強く、寒さが厳し

く感じられます。雪は降ってもあまり積もらないことが多いのですが、昨年は寒波の影響で数日間雪が積もるこ

とがありました。その際には、少量の積雪でも交通機関が大きく乱れ、大学も 2日ほど休校になりました。日

本では積雪があっても通常通り動くことが多いため、このような対応には少し驚かされました。

岡　部　恵美子
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　留学前に最も不安に感じていたのは治安面です。というのも、ボルチモアについて調べると、治安が悪いとい

う情報を目にすることが多く、渡航前から漠然とした不安を抱いていたためです。私は現在、研究室の建物のす

ぐ隣にある大学所有のアパートメントに住んでいます。キャンパス付近は治安面で注意が必要な地域でもあるた

め、キャンパス内には一区画ごとに警備員が配置されています。そのおかげ（？）もあり、現在の住環境では、

治安について過度に不安を感じることなく生活することができています。

　しかしながら、水道光熱費や Wi-Fi が含まれており、24時間スタッフが常駐している点は安心できるものの、

家賃が周辺の物件と比較して高いこと（一人部屋でおよそ 1800ドル）や、周囲にスーパーマーケットがないこ

とは不便に感じる点です。普段の買い物は、比較的治安の良いハーバーエリアにあるスーパーマーケットまで散

歩を兼ねて歩いて行ったり、オンラインスーパーを利用したりして対応していますが、日常生活の利便性を考え

ると、車を所有している方が暮らしやすいのではないかと感じています。とはいえ、こうした点にも実際に生活

を重ねる中で次第に慣れ、今ではボルチモアでの暮らしの一部として受け止められるようになりました。

研究環境について

　私が留学しているジョンズ・ホプキンス大学は、1876年に創設された米国初の研究型大学として知られてい

ます。ボルチモア市内には複数のキャンパスがあり、私が研究を行っている医学系の部局は、ジョンズ・ホプキ

ンス病院に隣接した East Baltimore キャンパスにあります。医学、公衆衛生、看護学をはじめとするさまざまな

分野で教育・研究が行われており、大学全体として研究活動が非常に盛んです。そのような環境のため、世界中

から多くの研究者や留学生が集まっており、実際に留学してみると、想像していた以上に多くの日本人研究者や

留学生がいることが分かり、心強く感じました。

　研究環境で驚いたことが 2つあります。まず、日本の大学に比べてセミナーの機会が多く、その質も非常に

高いことです。基本的に週に 1回、研究室が所属する部門のセミナーがあり、さらに月に 1回、センター全体

のセミナーも開催されています。それに加えて、大学内のさまざまな場所で毎週多くのセミナーが開かれており、

関心のあるものに気軽に参加することができます。どのセミナーでも、教員と学生の垣根なく鋭い質問が交わさ

れており、日本よりも活発な議論が行われている印象を受けました。また、発表者の多くが非常に堂々としてお

り、聴衆を引きつける発表をしていることも印象的でした。

　その背景には、日頃から発表や議論を重ねる環境が整っていることがあるように感じます。実際に私の所属

する研究室でも、週に 1回の研究室全体のミーティングや、隔週で行われる PI との個別ミーティングに加えて、

チョークトーク形式で自由にアイデアを出し合う Idea Fest が年に数回行われています。また、博士課程の学生は、

写真 1　ハーバーエリアの風景
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専門科目についてチョークトーク形式で口頭試問を受ける機会があると聞きました。このような環境の中で、海

外では学生の頃から発表や議論の力が自然と鍛えられているのだと実感しました。私は人前で発表することに苦

手意識があるため、この留学では研究面での成長だけでなく、スピーチやプレゼンテーションの力も高めていけ

ればと考えています。

　研究環境で驚いたことの 2つ目は、大学内の設備が思っていた以上に古いことです。実際、少し驚くほど年季

の入った機器が今でも現役で使われています。研究に力を入れている大学なので、もっと新しい設備が揃ってい

るのではないかと想像していましたが、必ずしもそうではありませんでした。こちらでは、研究機器に限らず家

具や電化製品なども修理しながら長く使う傾向があるように感じます。そのような環境でも質の高い研究が日々

行われており、近年は最先端の技術を用いた論文が多い中で、必ずしも最新の設備だけが優れた研究を支えるわ

けではないのだと実感しました。

写真 2　研究室がある Rangos Building

写真 3　ラボメンバー
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　このような研究環境のもとで、現在は助成を受けた研究課題である、ホルミシス効果の継承や老化と RNA 顆

粒の関係性について研究しています。ホルミシス効果とは、弱いストレスを受けることで、その後のストレスに

対する耐性が高まる現象です。近年では、このような効果が一世代にとどまらず、次世代にも受け継がれる可能

性が示されています。私は、この効果が次世代へ受け継がれる仕組みに RNA 顆粒が関与している可能性に着目

しています。RNA 顆粒とは、細胞内で RNA とタンパク質が一時的に集まってできる構造体で、細胞がストレス

を受けた際の遺伝子発現の調節に関わると考えられています。その役割を明らかにするため、現在は研究室で細

胞用に開発された RNA 顆粒制御プローブを線虫に応用できるよう最適化し、そのプローブを導入した線虫系統

の作製を進めています。

　留学先の研究室では線虫を用いた研究を始めたばかりであったため、留学直後は実験環境のセットアップも含

め、なかなか思うように研究を進めることができませんでした。しかし、昨年秋頃にはおおよそのセットアップ

が完了し、本格的に実験を進められる体制が整いました。また、人工的なタンパク質を線虫で安定して発現させ

ることが想定以上に難しく、系統作製にも時間を要しましたが、最近になっていくつかの系統が得られ始めたの

で、それらについて、発現の確認や基本的な性質の評価を進めています。

終わりに

　今回の留学を通じて、研究そのものだけでなく、生活環境を含め、日本とは異なる多くの刺激を受けています。

研究面ではまだ試行錯誤の途中ではありますが、一歩ずつ前進できていることを大変ありがたく感じています。

このような貴重な機会を与えてくださいました東洋紡バイオテクノロジー研究財団様に、心より深く感謝申し上

げます。また、申請にあたり推薦人を快くお引き受けくださいました京都大学の上村匡先生をはじめ、留学に際

してご指導・ご助言を賜りました先生方にも、この場をお借りして心より御礼申し上げます。

写真 4　Idea Fest
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2024年度長期研究助成者留学報告文

前　所　属：北海道大学大学院  医学研究院  眼科学教室

留　学　先：Singapore Eye Research Institute

研究テーマ：眼底写真を用いた全身性疾患の網膜バイオマーカーの探索

　東洋紡バイオテクノロジー研究財団様より長期研究助成に採択頂き、2025年 4月より Singapore Eye Research 

Institute (SERI) /Singapore National Eye Centre (SNEC) での留学を開始した福津佳苗と申します。シンガポールで

の研究留学生活についてご報告させて頂きます。

留学までの経緯および留学準備について

　私はもともと北海道大学病院で眼科医として勤務しながら研究を行っておりました。専門は網膜疾患で、大学

院では糖尿病の三大合併症の 1つである糖尿病網膜症に関する基礎研究と、眼底写真を用いた臨床研究を行っ

ていました。後者では人工知能（AI）の一つである深層学習を用いて眼底写真から網膜血管を抽出・動静脈識

別を自動で行うアルゴリズムを構築し、健診データから得られた 10000枚余りの眼底写真から得られた血管デー

タと年齢・血圧・動脈硬化指標との関連を解析しておりました。そこで眼と全身状態の関連について強い興味を

持ち、知見を深めたいと感じるようになりました。

　眼は全身の中で唯一、生体中の血管と神経組織を簡便に観察可能な組織です。眼と全身状態の関係については

100年以上前に網膜血管径と高血圧との関連が報告されて以降、着実にエビデンスが蓄積されてきた研究領域で

すが、近年の AI 技術の進歩により眼科画像から心血管疾患やアルツハイマー病の発症リスクを推定する試みが

行われるなど、ここ数年で著しい発展を遂げつつあります。眼と全身の関連を探求する学問は“Oculomics”と

新たに名付けられ、非侵襲で簡便かつ低コストな眼科検査を用いてさまざまな全身状態を推測できるのではない

かという期待が高まっています。しかしその一方で、眼において何が最も各種疾患や全身状態のパラメーターを

反映しているのかはまだ不明瞭です。私は莫大なデータを強みとして Oculomics 研究や眼科 AI 研究が盛んに行

われている SERI において、眼における全身状態のバイオマーカーを探索したいと考えました。

　2024年 1月にシンガポールで開催された学会へ参加する機会があり、SERI の先生方とお会いする機会が多く

得られたため、研究留学したい旨をさまざまな先生にお話しておりましたところ、私の発表を聞いて下さった現

在のボス・Gavin Tan 先生が「君の発表内容は自分たちの研究分野と相性が良さそうだから、本当に留学したい

のであれば相談しましょう」とお声をかけて下さり今回の留学が決まりました。日本の眼科でシンガポールへ留

学した前例は少なかったため、ご経験者である他大学の先生方（お花茶屋眼科・柳靖雄先生、東邦大学大森病院・

松村沙衣子先生）に教えを請うたところ、現地の研究グループや全体構成、現地の生活等について貴重な情報を

たくさんお教え頂きました。経験者の方にお話を伺えたことは大変大きな助けとなりました。

　ビザの申請等は比較的スムーズに進みましたが、シンガポールの臨時医師免許を取得するために英語試験のス

コア条件（TOEFL だと 4つのセクション全てで 25点以上必須）をクリアする必要があり、私の場合はスピーキ

ングのコツがなかなか掴めず TOEFL を 3回受験しました。なんとかスコアを取得でき、SERI の人事担当者が書

類を Singapore Medical Council へ提出した後は比較的スムーズに臨時医師免許も取得できました。また私は子供

が 2名おり、夫は仕事の都合で帯同不可のため単身子連れ留学を行う形となり、子どもの学校の下調べやヘルパー

の雇用等も必須でした。その際もシンガポールの友人や在星日本人医師会の先生方に情報を伺いました。全てに

おいて事前の情報収集が大変肝要であったと思います。助けて下さった全ての先生にこの場をお借りして感謝を

申し上げます。

福　津　佳　苗
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留学先での研究状況

　シンガポールには大きく分けて 3つの病院グループが存在しており、SERI/SNEC はその中で最大の Singapore 

General Hospital (SGH) のグループに属する組織で、Outram Park という地下鉄駅に隣接した広大な敷地内に大き

な施設を構えています。SERI は眼科の研究所、SNEC は眼科専門の病院で、2つが隣接しており往来が可能です。

SERI/SNEC に来て最も驚いたことは、個々のグラントの額がかなり大きい点、そのグラントを利用して多職種

の人材を雇用し研究の効率化を図っている点、また厚生労働省と物理的にも制度的にも大変近距離で、国の政策

と直接関わるような研究が日常的に行われている点です。面積が小さい国だからこその利点をうまく活かして費

用と人材を集め、大規模な研究を持続できるシステムを構築しているように思います。

　私のボスである Gavin Tan 先生は糖尿病網膜症・眼腫瘍・未熟児網膜症を臨床と研究双方でのご専門とされて

います。臨床研究を実施するためのチーム構成が非常に充実しており、clinical research coordinator (CRC) 3名、デー

タサイエンティスト 2名、統計家 1名、読影センター長 1名、リサーチフェローが私を含め 2名在籍しています。

CRC は日本だと企業主導の治験のみを取り扱うことが多いように思いますが、SERI では各チームが直接 CRC

を雇用し、臨床研究に必須である患者のリクルートや説明同意の代理取得、患者へのフォローアップの連絡まで、

日本だと全て医師が（多くは時間外に）行う業務を担当しています。データサイエンティストは国が構築した巨

大なデータセットへのアクセス権を有し、規定のプラットフォーム上で必要なデータを取り出し解析を行ってい

ます。他の研究グループも同様で、人数構成に違いはあるものの、それぞれ専門性のある人材（CRC やデータ

サイエンティスト以外にエンジニアや視能訓練士も含む）を巨額のグラントを用いて雇用し、研究効率を高めて

います。

　私は自身のメインボスである Gavin Tan 先生のご許可のもと Daniel Ting 先生、Leopold Schmetterer 先生の

チームの Oculomics プロジェクトも担当させて頂いております。これらのチームは互いに特徴が非常に異なり、

Gavin Tan 先生のチームでは豊富なデータを用いた糖尿病網膜症関連の解析研究、Daniel Ting 先生のチームでは

Foundation model の構築を含む AI 研究、Leopold Schmetterer 先生のチームではエンジニアと協力して行う緻密な

眼形態解析研究と、多様な視点を経験でき、興味深く参加させて頂いています。

　研究内容ですがいくつか担当しているプロジェクトの中で、Oculomics 研究としては眼科画像を用いた腎機能

予測プロジェクト、マルチモーダルな眼科画像から特徴量を抽出し糖尿病患者の血糖変動との関連を検討するプ

写真 1.
Gavin Tan 先生チームと一緒にマニラで開催された学会に参加致しました。
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ロジェクト、脳梗塞患者の長期的な機能予後を眼底画像の情報を用いて予測する AI モデルの構築、心血管疾患

リスク予測モデルを用いた実臨床における介入効果の検討などを現在行っており、概ね結果が出揃いつつありま

す。

　また研究そのものとは少し異なるものの臨床研究の効率化に関わる話と致しまして、私は Singapore Medical 

Council より発行される臨時医師免許を取得し外来診療も行っており、臨床現場の仕組みも含め勉強になること

が多いと感じています。特に糖尿病患者は眼科を受診するのではなく地域毎に存在する polyclinic というサテラ

イト施設で眼底写真を撮影され、読影センターで網膜症の有無や他疾患のリスクを判定されます。また網膜疾患

や緑内障で安定している患者のための observation clinic というオンラインのクリニックが存在し、基本的に画像

診断のみでの遠隔診療が実施されています。また病院の次回受診予約や会計は各部門から 1週間以内に患者の

携帯へ SMS での通知が来て処理される仕組みになっています。行政と協力しながらシステマティックに無駄を

削ることで病院の混雑緩和、患者の負担減少、そして医師の業務効率化を目指している印象で、日本で大きな問

題となっている医師の業務過多に伴う研究・アカデミア離れ対策に参考となるのではと思いました。一方で外来

カルテの仕組みは日本国内の方が圧倒的に見やすく処理も効率的と個人的には感じますが、シンガポールでは国

際的な多施設研究に参加しやすいようにあえてアメリカの電子カルテシステムを採用しているとのことで、どこ

までも戦略的な視点が印象的でした。

留学先での生活

　私は 7歳と 4歳の子供たちを連れて単身子連れ留学をしております。シンガポールはヘルパー文化が発達し

ており（共働きの家には住み込みのヘルパーさんがいることがほとんどです）、我々も幸運なことにフィリピン

人の優しいヘルパーさんに巡り合い、学校の送迎や家事をヘルパーさんへお願いすることでなんとか生活ができ

ております。子供達は現地の学校へ行っており、はじめの 1-2ヶ月は慣れない言語や環境に涙を見せることが多

かったのですが、現在では楽しそうにさまざまな文化を持つお友達と交流しており逞しいなと思っております。

シンガポールは親切な方が多く、同じくらいの年齢の子供を持つ職場の友人が動物園や植物園でのプレイデート

に誘ってくれることもしばしばあり、親同士のコミュニケーションも広がるため大変助かっております。

　シンガポールの物価は全体的に高いですが、中でも家賃は信じられないほど高額で、毎月の支払い時にため息

が出ております。地元の方々の中でも家賃の高騰は大きな問題だそうです。我々の移動手段はもっぱら MRT（地

下鉄）とバスで、たまに Grab（タクシー）を利用します。シンガポールでは車自体のコスト以前に、なんと所

有権を獲得するために 1000万円前後の費用がかかります（渋滞を予防する手立てだそうです）。その一方で公

写真 2.
リサーチフェロー 2人で 1つのオフィスを共有しており、こちらが私の机です。

外来がない日はここで解析作業を主に行なっています。



－ 21－

共交通機関は安価で安全かつ便利なため、子連れで車がなくても問題なく生活できています。食事は多民族国家

だけあって選択肢が比較的多いように思いますが、我が家は子供の舌に合わせてもっぱら自宅でカレー、スパゲ

ティ、タコライス…と、キッズメニューをヘビーローテーションしています。伊勢丹や明治屋といった日系スー

パーや、スシローやすき家などの日系チェーン店も多く存在しており、和風の味が恋しい時には助かっています。

物価の高さを除けば、日本人にとっては比較的快適な環境ではないかと思います。

謝辞

　研究留学は私の長年の夢でしたが、実際に留学してみると想像以上に実りが大きく、他では決して手にできな

かったと思われるような視野の広がりや、学問への関心が深まっていく感覚を日々実感しています。

このような貴重な経験ができますのはひとえに東洋紡バイオテクノロジー研究財団の皆様のご支援のおかげで

す。贈呈書授与式で力強く励まして下さった理事の皆様、選考委員の皆様、そして事務局の皆様にこの場をお借

りして心より深く感謝を申し上げます。

　また、本助成金への申請にあたりご推薦を賜った北海道大学・畠山鎮次先生、留学をご許可し応援して下さる

北海道大学眼科・石田晋先生と医局の皆様に厚く御礼を申し上げます。

この留学で得た経験を今後の研究に活かし、探究心を大切にしながら研究を発展させ、将来的には社会や学問に

少しでも貢献できるよう努めて参ります。最後になりますが、日頃より私を支えてくれる家族にも感謝を述べ、

結びとさせていただきます。

写真 3.
ちょうど 2025年はシンガポール建国 60周年とのことで、建国記念日の花火も大変盛大でした。
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2024 年度長期研究助成留学報告文

前　所　属：東北大学大学院  生命科学研究科  脳生命統御科学専攻

留　学　先：デュッセルドルフ大学（Heinrich-Heine-Universität Düsseldorf）

研究テーマ：グリア細胞による精神状態制御機構の解明

　東洋紡バイオテクノロジー財団長期研究助成を受け、2025年 10月よりドイツ・デュッセルドルフ大学にお

いて研究留学の機会を頂いております、山尾啓熙と申します。本稿では、これまで約 5か月間の留学生活を振

り返り、研究の進捗と現地での生活についてご報告申し上げます。

留学に至るまでの経緯

　私はこれまで、「なぜ似たような経験をしても、ある経験は長く記憶に残り、別の経験はすぐに忘れ去られて

しまうのか」という問いに関心を抱き、記憶形成の神経基盤の解明に取り組んでまいりました。例えば、日常の

中で繰り返されるような似た経験であっても、その記憶の残り方は大きく異なります。私はいま、先週末の朝食

に何を食べたのかを正確に思い出すことはできませんが、何年も前の大学受験の日、緊張した朝に食べたものは

今でも鮮明に思い出すことができます。このように、経験の内容そのものが大きく異なるわけではなくても、脳

はその時の状況や意味づけに応じて、記憶の強さや持続性を大きく変化させています。

　このような「記憶の残りやすさの違い」や、それを生み出す脳の状態の変化はいかにして生じるのでしょうか。

この問題は、単に記憶の強さの違いにとどまらず、感情や社会的文脈に応じて脳の状態がどのように変化し、そ

の結果として記憶の残りやすさがどのように決定されるのかという、より広い問いへとつながります。例えば、

トラウマ体験が過度に強く記憶として固定されてしまう心的外傷後ストレス障害（PTSD）は、記憶形成の仕組

みが特定の方向に偏った例として捉えることもできます。

　従来、このような研究は主として神経細胞の活動に焦点を当てて進められてきました。脳内には神経細胞に加

えて多数のグリア細胞が存在します。これらはかつて単なる“glue（糊）”として、神経細胞の代謝を支えるだ

けの存在と考えられてきました。しかし実際には、グリア細胞は局所的な環境変化に敏感に応答します。そして、

近年の研究の進展により、神経回路の機能に能動的に関与することが明らかになりつつあります。神経活動の調

節やシナプス機能の制御において重要な役割を担うことが示されてきたことから、グリア細胞は、記憶が長く保

持されるか否か、さらには精神状態に応じた脳状態の変遷を理解するうえでの重要な鍵になると考えられます。

私はこうした背景のもと、グリア細胞が記憶形成にどのように関与するのかという点に着目し、研究を進めてま

いりました。

　博士課程における研究では、恐怖記憶の形成過程において、グリア細胞の状態が記憶の長期的な運命を決定し

得ることを示しました。マウスが恐怖を経験している瞬間に、脳内のグリア細胞の活動状態を操作することで、

その後の記憶が強く保たれるか、あるいは忘れられやすくなるかを左右できることを見出しました。さらに、こ

のようにグリア細胞が記憶の形成を左右する現象の背景には、グリア細胞の活動＝細胞内のイオン動態が関与し

ている可能性を見出しました。このようなグリア細胞活動が神経細胞による情報処理や記憶形成に実際に影響し

うるのかを明らかにするためには、細胞内で生じる変化や細胞間の相互作用を精緻に捉える必要があります。そ

のためには、高い時間・空間分解能で細胞内外の環境を計測・操作できる実験系と、それを支える高度な研究基

盤が不可欠であると考えました。

　そのような背景から、グリア細胞の代謝・イオン動態の計測・解析において世界をリードする研究を行ってい

る Christine Rose 研究室に強い関心を持ち、受け入れをお願いするに至りました。博士課程在学中には同研究室

との国際共同研究を樹立しており、その協力関係を基盤として今回の受け入れが実現しました。

　同研究室では、急性脳スライスを用いた電気生理学・光学計測技術が確立されており、脳内における細胞内外

山　尾　啓　熙
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のシグナル動態を高い時間・空間分解能で解析することが可能です。これらの技術基盤を活用し、脳内情報処理

を左右するするグリア細胞内のシグナリング機構と、それを介した神経活動制御の仕組みを明らかにすることを

目指し、現在の留学に至っております。

　なお、本助成に採択いただいた当初は、アメリカの研究機関への留学を計画しておりました。しかし、政治的

要因に伴う採用凍結やビザ発給の停止といった予期せぬ事態が重なり、計画の見直しを余儀なくされました。そ

の一方で新たな環境へと挑戦する契機ともなりました。その結果として現在はドイツ・デュッセルドルフ大学に

拠点を移し、恵まれた研究環境のもとで研究に従事することができております。このような柔軟な進路変更を可

能にしてくださった東洋紡バイオテクノロジー財団様のご支援に、改めて深く感謝申し上げます。

留学先における研究の進捗

　これまで留学先での研究では、恐怖に関与する情報が脳の扁桃体へ入力された際に、グリア細胞がそれに応答

して活動する仕組みを明らかにしました。

　急性脳スライス切片を用いた実験・解析を進めています。急性脳スライスとは、マウスの脳を迅速に取り出し、

低温の溶液中で素早く、いわば薄切りハムのようにスライスすることで、細胞を生きたまま維持した状態で観察・

操作を可能にする手法です。この手法により、脳内の細胞活動や細胞間相互作用を顕微鏡下で高い精度で解析す

ることができます。まず、扁桃体の急性スライス作製および計測系を確立しました。扁桃体は恐怖応答および恐

怖記憶の形成に重要な脳領域として知られています。偏桃体においてグリア細胞と神経細胞の活動を同時に観察

できる実験系を構築しました。

　本研究ではこのスライス標本において、恐怖時に他の脳領域から入力される神経活動を模倣する刺激を与える

ことで、生体内での状況を再現しました。その結果、このような入力に応答してグリア細胞がダイナミックな活

動を示すことを明らかにしました。すなわち、マウスが恐怖を感じている際に観察される細胞活動の一部が、本

実験系において再現可能であることを示しています。

　さらに、このグリア細胞内のシグナルがどのようにして生じるのかについても解析を進めてきました。神経細

胞から放出される伝達物質をグリア細胞が受容します。それにより、細胞膜上の輸送体やチャネルを介したイオ

ンの移動が引き起こされ、細胞内環境の変化として現れることを明らかにしました。

　細胞内の多くのイオンは強く緩衝されており、大きく変動しないよう制御されていると考えられることが多い

パラメータです。しかし本研究により、恐怖のような強い情動経験の際にはこれらの変化が生じ得ること、さら

にそれが神経活動に影響を与えるシグナルとして機能し得る可能性が示唆されました。今後は、グリア細胞がど

のように神経活動を調整しているのかを明らかにすることを目指します。最終的には、グリア細胞が神経回路の

一部として機能し、情報処理や記憶形成にどのように関与しているのかを明らかにすることで、脳を神経―グリ

アが絡みあう統合的なシステムとして理解することを目指しています。

ドイツでの生活と研究環境

　ドイツ・デュッセルドルフでの生活は、日本とは異なる文化や価値観に触れる日々であり、多くの新しい発見

に満ちています。物価の高さや言語の違いなどに戸惑う場面もありますが、それ以上に異文化の中で生活するこ

とが、私の視野を大きく広げる経験となっています。

　日常生活の中では、日本との違いを実感する機会が数多くあります。例えば食文化に関しては、ドイツでは加

工肉やチーズ、そしてビールの種類が非常に豊富であり、生食可能な豚肉をはじめ、日本ではあまり馴染みのな

い食材に触れる機会も多くあります。また、食材や周囲の自然を通じた四季の感じ方にも違いがあり、冬の間

は自宅で芽キャベツを頻繁に食べるなど、日本とは異なる季節感を体験しました。クリスマスマーケットでは、

Glühwein（ホットワイン）やチョコレート菓子とともに冬の雰囲気を楽しむことができます。これから春にかけ

ては、大きな白アスパラガスが旬を迎えると聞いており、季節の移ろいを、食を通じて感じることにも新鮮さを

覚えています。

　一方で、日本で親しんできた季節の食材、例えば春のホタルイカのようなものを気軽に楽しめないことに、寂

しさを感じることもあります。そのような中で、日系・アジア系スーパーマーケットを訪れ、エノキや豆腐、め

んつゆなどを購入しながら、異なる文化の中で自分なりの生活スタイルを模索しています。
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　また、デュッセルドルフでは毎年開催される盛大なカーニバルやサッカー観戦といった文化も身近にあります。

デュッセルドルフに近接する都市であるレバークーゼンでは欧州チャンピオンズリーグの試合での現地スタジア

ムの熱狂的な雰囲気に触れる機会もありました。さらに、植生や野鳥の種類など自然環境の違いにも日々気づか

されており、生活の中で感じるささやかな違いが非常に興味深く感じられます。

　デュッセルドルフはドイツ国内の各都市やヨーロッパ各地へのアクセスが良好であることも大きな魅力です。

これまでにドイツ国内の複数の都市を訪れ、各地のクリスマスマーケットやサッカー観戦を楽しむ機会がありま

した。また、オランダ・アムステルダムへはバスや電車で気軽に訪れることができ、週末を利用して歴史ある街

並みや運河沿いの風景を楽しむことができました。さらに、本原稿執筆直後の週末にはノルウェーでのオーロラ

観測を予定しており、研究以外の面においても貴重な経験を積む機会が多くあります。

　研究環境についても非常に恵まれていると感じています。所属研究室では定期的なミーティングに加え、日常

的な議論が活発に行われており、キッチンルームに集まって昼食をとる際にも自然と研究に関する意見交換が

ドイツ料理とビール

デュッセルドルフの街並み
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行われます。また、外部からのセミナーや研究室訪問も頻繁に開催されています。先日には、グリア研究の分野

を長年にわたり牽引してきた University of Ljubljana の Robert Zorec 教授が訪問され、研究に関する知見や新たな

アイデアに加え、研究の進め方やキャリア形成について直接アドバイスを頂く貴重な機会となりました。その

ほかにもヨーロッパにおける研究コミュニティとのつながりを広げる機会も豊富にあり、Neurowissenschaftliche 

Gesellschaft （ドイツ神経科学学会 , NWG）にも参画しています。

　実験設備の面においても、複数の二光子顕微鏡や蛍光寿命イメージング装置、高速レゾナントスキャンを搭載

した最新鋭の共焦点顕微鏡など、高性能な顕微鏡群が研究室内で常時利用可能な環境が整っています。また、様々

なイオン動態を計測可能なセンサーも豊富に揃っており、着想した実験を迅速に実行できる点は本研究環境の大

きな強みであると感じています。

　研究室は多国籍な環境であり、ドイツ人、スペイン人、中国人など様々なバックグラウンドを持つ研究者と共

に研究を進めています。このような環境の中で、同僚との会話や議論を重ねるうちに、日本の研究環境、あるい

は社会制度や風習、さらには食生活に至るまで、さまざまな特徴に気づく機会が増えてきました。そして、それ

らがどのような文化的・環境的背景のもとで形成されてきたのかについても、以前より深く考えるようになって

います。このような気づきは研究だけでなく、日々の生活そのものが刺激と新たな視点を与えてくれる貴重な経

験となっています。

謝辞

　最後になりましたが、このような貴重な研究機会および海外での経験を得ることができておりますのは、ひと

えに東洋紡バイオテクノロジー財団様のご支援によるものであり、心より感謝申し上げます。本助成を通じて得

られた経験と研究成果を礎として、今後も刻々と変化する脳内情報処理がどのように生じるのか、その基盤とな

る脳内機構の理解をさらに深化させてまいります。そして、その知見を脳疾患や精神疾患の理解にもつながる形

で発展させることを目指します。さらに、本助成により得られた機会と経験を社会へ還元するべく、次世代の研

究者の育成や日本の科学技術の発展、さらには人類の知の進展に貢献できるよう努めてまいります。今後ともご

支援に報いるべく、一層研究活動に邁進していく所存です。改めまして、東洋紡バイオテクノロジー財団様に深

く御礼申し上げます。

研究所の外観
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長期研究助成者及び助成金総額

最近の事業実績（2015年度～ 2024年度）

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

吉井　紗織

（バーゼル大学）

伊神　香菜子

（ミシガン大学）

久保　直樹

（カリフォルニア大学）

奈良原　舞子

（マギール大学）

丹羽　史尋

（高等師範学校）

松瀬　　大

（ケンブリッジ大学）

豊田　洋輔

（清華大学）

石井　みどり

（オックスフォード大学）

河崎　　陸

（カリフォルニア大学）

都筑　正行

（ミシガン大学）

和田　　進

（コーネル大学）

李　　勇燦

（マックスプランク

生物物理学研究所）

橋本　講司

（スクリプス研究所）

内村　元昭

（プリンストン大学）

山下　　歩

（ボストン大学）

永井　友朗

（仏原子力・代替エネ

ルギー庁）

アラム　タニムル

（マサチューセッツ

工科大学）

豊田　峻輔

（ヘルシンキ大学分子

医学研究所）

小野寺　孝興

（ノースカロライナ大学

チャペルヒル校）

山田　大智

（ノースカロライナ大学

チャペルヒル校）

松本　大亮

（スクリプス研究所）

根城　尭英

（カリフォルニア大学

サンフランシスコ校）

森　　俊介

（ラットガーズニュー

ジャージー州立大学）

下澤　　誠

（カロリンスカ研究所）

森田　俊平

（ブラウン大学）

伊東　孝政

（コロンビア大学）

今泉　　結

（モンペリエ分子

遺伝学研究所）

大井　未来

（カリフォルニア大学

バークレー校）

光井　洋介

（クリーブランド

クリニック）

山田　俊理

（カリフォルニア大学

サンフランシスコ校）

3,150万円 1,800万円 3,600万円 3,600万円 2,750万円

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

石田　　啓

（テキサス大学

オースティン校）

大石　浩輝

（カリフォルニア大学

バークレー校）

岸本　沙耶

（ニューヨーク大学）

米澤　大志

（ベイラー医科大学）

北村　友佳

（カリフォルニア大学

デービス校）

佐伯　　翼

（インディアナ大学）

豊田　康祐

（ダナ・ファーバー

癌研究所）

山口　智子

（カレル大学）

鹿谷　有由希

（ソルボンヌ大学）

清水　大

（コロンビア大学）

西村　聡

（カリフォルニア大学

サンディエゴ校）

秤谷　隼世

（テュービンゲン大学）

星野　颯

（プリンストン大学）

水田　涼介

（カリフォルニア大学

サンディエゴ校）

大田　海斗

（ヴュルツブルク

大学病院）

栗林　宗平

（クリーブランド

クリニック）

初田　茜

（イリノイ大学）

相澤　彩美子

（シエナ大学）

飯島　綾菜

（マウントサイナイ

医科大学）

岡部　恵美子

（ジョンズ・ホプキンス

大学）

福津　佳苗

（シンガポール眼科

研究所）

山尾　啓熙

（ハインリッヒ・ハイネ

大学）

2,200万円 2,200万円 3,300万円 1,650万円 3,500万円
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2026年度  長期研究助成の募集要項

当財団の長期研究助成活動の趣旨
生命科学の分野において、夢をかなえたい皆さんを後押しすることが本研究助成の目的です。例えば、「誰も解けなかっ
た生き物の謎を解明したい」「今まで治せなかった難病の治療法を見つけたい」「見ることが不可能だった現象を実証した
い」、さらには「なんでもいいから自分はノーベル賞を取りたい」などです。
大きな夢をかなえたいなら、まず、狭い日本から飛び出て、世界を知ることが早道です。意欲と希望を抱えて研究の海に
飛び込むあなたを支援することが、本研究助成の目指すところです。 

1. 助成の目的
若手研究者の研究を支援することを目的とする。その目的達成のため、研究者の海外派遣のための滞在費の一部ま
たは全部を補助する（旅費のみの補助は、原則として行わない）。

 2. 研究分野
生命科学における基礎研究一般が対象であり、関連分野であるメカトロニクス、材料技術、システム技術等の研究
も含む。生命科学における独自性のある基礎研究であれば、研究対象や研究材料、研究の方法は問わない。意欲と
独創性が、選考の重要なポイントであり、申請者独自の着想に基づくものを優先する。

 3. 助成期間
1年間

 4. 助成額
700万円

 5. 募集期間
2026年 7月 1日～ 8月 31日

 6. 応募資格
（1） 対象：以下のいずれをも満足する者。

① 年令は、2026年 8月 31日現在満 39歳以下であること。
② 初めての海外留学※であること。
 ※：高校・大学学部時代の語学留学・短期留学などは含まない。
③ 2027年 4月以降新たに海外留学に出立すること。
 但し、2026年 9月~ 2027年 3月末に出立する者については、事情によっては助成の対象とする。
④ 博士号取得者又は 2027年 3月末までに取得見込みの者。尚、博士号取得者については、取得が 2022年

3月以降であること。
 但し、2022年 3月より前の博士号取得者で、事情によって研究を離れていた期間があった際はご相談ください。
⑤ 留学中、国内所属機関から給与などを受け取らないこと。

（2） 条件：
将来、研究・教育に従事する資格を有すると認められた者。海外での研究に十分な語学力を有すること。

 7. 必要書類
（1） 本財団所定願書（本財団ホームページよりダウンロード可能）を使用し、事務局まで電子媒体で申し込むこと。
 願書作成に当たっては、専門外の研究者にでも、内容の重要性、新奇性、オリジナリティがはっきりわかるよ

うに工夫すること。
 また、推薦者は以下とする。
 ①　大学院生：所属大学院の研究科長※ 1 または本財団理事、評議員（学識経験者に限る）※2

 ②　博士号取得者：当財団理事、評議員（学識経験者に限る）※2

 　※ 1　大学院研究科長の推薦件数は 1推薦者につき 1件となります。
 　※ 2　当財団理事、評議員には応募者自ら連絡・依頼ください。

（2） 研究員受入先研究機関の責任者の推薦書（Support Letter）
 書式は自由。但し、当該文章には以下の内容を含有すること。
 ①　申請者とのこれまでの係わり
 ②　受入期間
 ③　研究テーマ
 ④　報酬の有無（ある場合はその金額）
 ⑤　署名

 8. 助成を受けた者の義務
（1） 留学先への到着及び帰国時に、住所及び E-mail アドレスなどの連絡先を必ず報告すること。また、留学中に

研究機関の変更や住所変更等があった場合には速やかに報告すること。
（2） 研究成果（論文等）を本財団に報告（送付）すること。なお、研究成果（論文等）には本財団より援助のあっ

たことを明記すること。
（3） 帰国時には、留学中の研究の概要（留学先の了解を得たもの）、帰国後の所属先等を記述した報告書を提出す

ること。

 9. 助成金返還規定
本財団からの研究助成が決定した後、他機関よりの研究助成が重複したときは、本財団に研究助成金の返還を申し
出ること。但し、合計 250万円まで他機関からの受給を認める。
これには、留学先研究室からの助成、支援は含まない。　但し、留学先の支給条件の詳細を応募用紙　1ページ目
の「留学先での身分・報酬の有無」の欄に記述すること。　例えば、「日本国内でのグラントを前提として不足分
を最大＄○○○まで支給」の様に。
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10. 採択結果発表
12月中旬までに本人に通知する。

11. 個人情報に関する事項：
（1） 本財団がこの長期研究助成に関して取得する個人情報は、選考作業や助成の可否の通知など本申請に関する

業務に必要な範囲に限定して取扱います。
（2） 本財団は本件助成が決定した場合、決定者に関する情報を一般公開いたします。
（3） 必要が無くなった個人情報については、事前・事後の承諾を得ることなく、削除・消去をいたします。
（4） 個人情報に関する窓口は次の通りです。　個人情報管理責任者　事務局長　柳谷　周作

願書請求・送付先及び問合せ先
　願書は、本財団ホームページからダウンロード又は本財団宛 E-mail にてご請求下さい。
　問合せは、E-mail にてお願い致します。
〒 530-0001　大阪市北区梅田一丁目 13番 1号　大阪梅田ツインタワーズ・サウス
公益財団法人　東洋紡バイオテクノロジー研究財団　事務局

URL：https://www.toyobo.co.jp/biofund/
E-mail：bio_fund@toyobo.jp（bio と fund の間にアンダーバー有り）





公益財団法人　東洋紡バイオテクノロジー研究財団

〒530-0001　大阪市北区梅田一丁目 13番 1号　大阪梅田ツインタワーズ・サウス
TEL（06）6348-4111
URL  https://www.toyobo.co.jp/biofund/

E-mail:  bio_fund@toyobo.jp


